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概要： 
本発表は、現在執筆中の修士論文の一部

に基づき、地域的音環境に対する記憶想起

と語りにおける意味構成プロセスを検討する

ものである。2024年 10月に愛知県 A市 J
町で実施した山車祭りワークショップを対象

に、参加者の語りを質的に分析し、特に囃

子(音)の知覚がいかに記憶・情動・身体性と
結びつき、語りの中で再構成・意味づけされ

るのかを明らかにすることを目指す。音経験

の記憶的・語用的機能を通じて、文化継承

における認知的過程を考察する。 
 
キーワード：山車祭り、ナラティブ分析、音の

記憶、囃子、ワークショップ 

 
1. はじめに 
愛知県等で盛んに行われている山車祭り

は、地域住民による世代を超えた参与を通

じて継承されてきた文化実践である。本研

究では、山車祭り文化が根付いていない J
町という地域において、山車祭りの要素を含

んだワークショップ(以下WS)を実施し、そ
の見学者・体験者へのインタビューを通し

て、音響体験がどのように記憶され、語られ

ているかを明らかにすることを目的とする。 

 

 
 
2. 方法 
2.1. ワークショップの実施 
2024年 10月 27日、愛知県 A市 J町の
一画にて山車活動のWSを実施した。当日
の参加者数は見学者を含め子供 101人、
大人 193人となりそのうちの 13名に半構
造化インタビューまたは聞き取り調査を行っ

た。対象者の年齢は 15歳から 85歳であ
り、山車祭り経験の有無等を考慮しつつ分

類した。 

 
2.2. 予定している分析手法 
インタビュー及び聞き取り調査時の語りデ

ータをもとに、音の記憶に関する記述や、感

情の表出に着目し、ナラティブ分析の手法

に則って分析を行う。 

 
3. 結果 
ワークショップの準備段階から終了後にか

けて、囃子（音）に対する肯定的な評価は、

囃子の経験の有無にかかわらず、特に中・

高齢層の参加者から多く見られた。 
この評価は、音刺激が過去の記憶や感情

の想起を促進し、経験の有無を超えて意味

づけがなされていた可能性を示唆する。 
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 3.1. F さんの語り 
(83歳・愛知県 S市出身・37歳の時 A市 J
町に移住・山車祭り・囃子の経験なし) 
 
お囃子のない、山車てな、表現が悪いかもし

れんけど、大きな箱を引っ張ってるかなって

いう、そういう感覚だったという、お囃子のな

い、 山車のね。 
 
 
 
 
 3.2. K さんの語り 
(52歳・愛知県 K市出身・30歳頃結婚をき

っかけに A市 J町に移住・小・中学生時代

に K市内の地元の祭りで囃子の太鼓・笛演

奏経験有り) 
 
遠くの方で太鼓の音が聞こえ始めて、でお

おお、始まった始まったっていうのは、やっ

ぱりこの太鼓の音がこう聞こえてくると、そ

の、お祭り気分というか、はい、ワクワク感と

いうか、もう始まったなっていう感じはしまし

た。 
（中略） 

 
今回はね、山車もね、G くんが持ってきてく

れたし、そこに乗ってるお囃子の人たちも、

よそから来た人たちなので。子どもたちが練

習したわけではないので、あの、ここの地元

に根差したものではないイメージはすごく強

く持っています。 
 

（中略） 
 

なので、お祭り、そのお囃子があったからお

祭り気分っていう気分はとても味わえました

けど、そうですね、そこのちょっと差はあるか

なと思います。 
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